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Ⅰ

データ連携基盤WGの検討結果
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1. 事業目的・目標

• AI・IoT事業両WGの前身となるTF、及び自動車リサイクル高度化財団_業務委託委員会での議
論、関係者ヒアリングを踏まえ、事業目的・実施項目を整理した。

• DX AI/IoT

• AI/IoT
AI/IoT

AI/IoT

•

※

※

AI/IoT

AI/IoT
DX

AI/IoT



© 2024 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 5

1. 事業目的・目標

• ３カ年におけるそれぞれの年度の事業目標は以下のとおり。

WG

1 2022 2023

/ DX

2024

WG /
/

R

JARS JARP
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2. 実施体制

• 2024年度では、2022、2023年度までの議論状況を踏まえ、以下の2つの実証テーマとして整理
した。
※2024年度の実施内容に抜本的な変更はなく、あくまで各サブWGの現状の議論の延⾧線として
想定されるゴール・到達目標を設定。

• データサイエンス実証
• アウトプット:システム開発
• データサイエンスWGで進めていた議論を中心に、アルミを題材にデータサイエンスを活用した

システム実証を行った。

• データ連携基盤実証
• アウトプット:机上検討
• ルールメイキングサブWGにおいて、戦略・政策、ルール、組織の3項目だけでなく、リファレンス・

アーキテクチャの各項目について全般的に議論を行っている実態を踏まえ、システム構築サブ
WG側でPF実証として整理した内容も含め検討を行った。

• 既存の各種ＰＦに関する調査・議論をさらに深堀りし、GAIA-X・Catena-Xに対応しうる
データ連携基盤のあり方についても検討を行った。
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2. 実施体制

• 全体WGは事業全体の実施方針等や業務委託委員会への報告内容について協議
• 全体WGでは両サブWGの検討結果を共有する場としても活用し、より効率的・効果的に議論を進

めた。

WG
( WG)

WG
( WG)

WG
( WG)

WG
( WG)

AI/IoT

WGWG

※
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3. スケジュール

事業の実施スケジュール（３か年）は以下のとおり。

Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q
FY2022 FY2023 FY2024

FY2023 CATENA-X

FY2023

R
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(参考)アルミを対象とするデータ連携基盤で想定される提供データ

( PF)

AI

Real

Virtual

IoT

Data Science

Data Science

Data Science

• アルミリサイクル高度化に向けては、物理データ⇔バーチャルデータの連携等が必要。
• データの連携はデータ連携基盤と自社システムとの連係、IoTセンサー等の自動化により、データの取

得やデータ連携基盤への入力にかかる工数が最小限となる運用が行われることを想定。
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Ⅱ

データ連携基盤WGの検討結果
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1. データ連携基盤実証の到達目標

• アルミリサイクルにおけるデータ連携基盤のあるべき姿を整理した上で、自動車リサイクル全般への拡
張に向けた課題等を整理した。

1

(
)

•
• 3

•

•
• GAIA-X Catena-X

•
•

•
• LiB
• GAIA-X Catena-X

•
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（参考）データ連携基盤の検討フレーム

• 経済産業省のウラノス・エコシステムにおいて、システム面における各階層の役割と連携の流れの全体
像が以下のように整理されている。

• 本WGにおけるデータ連携基盤のあるべき姿も同様のアーキテクチャで整理した。

（出典）経済産業省・DADC_サプライチェーン上のデータ連携の仕組みに関するガイドラインα版（蓄電池CFP・DD関係）
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2. アルミリサイクルにおけるデータ連携基盤のあり方

• アルミを対象とするデータ連携基盤について、アルミリサイクル高度化を主な目的として、 CFPの見え
る化等によりリサイクル材の付加価値向上に向けた課題解決を図ることと整理した。

【 Catena-X】
• CO2削減
• CE推進
• トレサビ管理
• 品質向上
• ・・・
（10のユースケース）

【経済産業省・DADC】
• DD
• 脱炭素
• CE

【規制への対応】
• CBAM（CFP）
• EU重要な原材料法

案（域内流通、再生
材利用）

• ・・・

【適正処理】
• トレサビ管理
• 化学物質管理
• ・・・

先行するデータ連携基盤と検討対象

ビジネス 公益

アルミ関連事業者への
ヒアリング

• リサイクル材の付加価値が向上しなければリサイクル高度化は進みにくい
• CO2の見える化でリサイクル材の付加価値が認められた後にリサイクル高度化が進むと思う

データ連携基盤の目的、
解決すべき課題

データ連携基盤の目的に
関する議論の整理

【目的】
アルミリサイクルの高度化（展伸材への利用）

【解決すべき課題】
リサイクル材の付加価値向上

• CFPの見える化
• トレサビ管理 等

• AI/IoT活用によるリサイクル
（DS実証の取組）
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2. アルミリサイクルにおけるデータ連携基盤のあり方

• 先行事例調査、関連事業者へのヒアリングを踏まえた検討を行い、アルミリサイクルにおけるデータ連
携基盤の全体像及びルール、運用等に関するあり方を整理した。

利用者

利用者A 利用者B 利用者C

アプリ

CFP
計算

DD
評価

データ連携基盤

・・・

・・・

運営者
（国、業界団体から成る官民コンソーシアムを想定）

認証

認証

データ
連携基盤
利用料

利用
規約

アプリ
利用料

アプリ
提供

手数料 利用規約

カネ価値 規約

• データ提供は相対取引で行い、提供者が許
可した相手のみに開示される

• データカタログによりデータ連携基盤上で取引
可能なデータを把握可能にする

• データ保管場所は基本的に各利用者とする
（アプリ、データ連携基盤には保管しない）

データ連携

• データの信頼性は第三者が認証することで担
保する

• カーボンフットプリント、人権デューデリジェンス、
再生材利用率の見える化等の社会課題の
解決に活用する利用者のデータは加工データ
として必要な範囲に限って利用する

• データ連携基盤の運営者は中立的な立場か
ら国や関連する業界団体が担う

• 利用規約に提供データに虚偽があった場合
のペナルティを規定する

認
証
機
関

データ連携基盤の全体像 ルール、運用等に関するあり方

データ
連携
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2. アルミリサイクルにおけるデータ連携基盤のあり方

• データガバナンス等のルールに関しては以下の概念図のようになると考えられる。

運営主体Tier0Tier1Tier2

アプリ
（CFP）

アプリ
（・・・）

ｺﾈｸﾀ ｺﾈｸﾀ ｺﾈｸﾀ

リサイクラー（例）
研究機関

ｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀ

ﾃﾞｰﾀ
ｶﾀﾛｸﾞ

ﾃﾞｰﾀ
ｶﾀﾛｸﾞ

ﾃﾞｰﾀ
ｶﾀﾛｸﾞ

ﾃﾞｰﾀ
ｶﾀﾛｸﾞ

ﾃﾞｰﾀ
ｶﾀﾛｸﾞ

参照参照

契約
＋

（例）
研究に活用
する情報

契約
＋

適正処理に
必要な情報

エネルギー使用量
（ローデータ）

CO2排出量
（加工データ）

データストレージ
（アプリに必要な範囲を想定）

利用者 データ連携基盤

利用規約

事業者ヒアリングより、データは自社で保有したい考え
（データ連携基盤には保管しない）
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2. アルミリサイクルにおけるデータ連携基盤のあり方

• 認証機関の立ち上げは国を中心に行われ、認証の対象は企業そのものやその管理体制、CFP、
DD等に関わる手法になると想定。

• また、データ連携基盤そのものが何等かの公益認証・認定を受ける必要が出てくる可能性がある。
• 他方、これとは別にデータそのものが真正であることの担保、データにアクセスする者がデータ連携基

盤に参画する真正な企業であることの担保が技術的に行われる必要がある。

PF Tier0Tier1Tier2

アプリ層アプリ(CFP) アプリ(DD)
アプリ

(リサイクル)

ﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ ﾃﾞｰﾀ
認定機関及び認証機関

(1つとは限らない。
認定・認証の種類によって複数存在)

データ連携基盤
そのものに対する認証

データ連携基盤

各企業の管理体制(情報システム等)及び、
当該企業の特定の項目(CFP、DD等)に対する認証データ連携基盤側で企業が

真正な参加者であることを担保

データ連携基盤側で
データの改ざんが無いか、

提供元、提供先が
正しいか、等を担保
※電子証明書・ブロック

チェーン等
アプリに対する認証
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2. アルミリサイクルにおけるデータ連携基盤のあり方

• アルミリサイクイルののデータ連携基盤では、下図のようなサプライチェーンでのデータ伝搬によりCFP等
に加えて再生材利用率の見える化も重要と考えられる。

（出典）経済産業省・DADC_サプライチェーン上のデータ連携の仕組みに関するガイドラインα版（蓄電池CFP・DD関係）

A社

B社

C社

D社

E社

F社

G社

数量:10kg
CFP:2kg→1kg
DD証明
再生材利用:20%

数量:40kg
CFP:12kg →11kg
DD証明
再生材利用:5%

数量:50kg
CFP:14kg →13kg
DD証明
再生材利用:4%→6%

数量:100kg
CFP:20kg →19kg
DD証明
再生材利用:5%→6%

数量:30kg
CFP:10kg
DD証明
再生材利用:0%

数量:10kg
CFP:2kg
DD証明
再生材利用:0%→10%

数量:50kg
CFP:6kg
DD証明
再生材利用:6%

アクセス制御

トレーサビリティ管理（モノ）

自動更新

分散管理

データ変換

データ変換

データ変換

データ変換

データ変換

データ変換

データ変換

データ流通（情報）

データ伝搬の要素

赤字

（例えば二次合金メーカ）

（例えば一次製錬事業者）

（例えば展伸材メーカ） （例えば部品メーカ） （例えば自動車メーカ）
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2. アルミリサイクルにおけるデータ連携基盤のあり方

• アルミリサイクル高度化（展伸材への再利用等）に向けたデータ連携基盤では、仮説として以下の
ようなステークホルダーのインセンティブ、情報の共有化・有効利用が想定される。

主なステーク
ホルダー 自動車メーカ 解体事業者 破砕事業者 二次合金メーカ

PF参画の
インセンティブ

• アルミリサイクル材
の展伸材利用 • ー

インセンティブ
の必要条件

• 不純物が低位安定
しているアルミ二次
合金の確保

• アルミ二次合金組
成の高精度な把握

• アルミリサイクル材
のトレサビ確保

• 精緻解体による解
体

• 不純物が低位安定しているアルミスクラップの
確保

• アルミスクラップ組成の高精度な把握

提供する
データ

• アルミ使用箇所
• アルミ使用量
• アルミの合金種別
• アルミ調達品質基

準
• 自動車解体方法

• 解体プロセス
• 解体した車種
• 回収物
• 回収重量

• 破砕選別プロセス
• スクラップロットごと

のインプット情報
• アルミスクラップ回

収量
• アルミスクラップ組

成分析結果実績
• (AI/IoTデータ)

• 二次合金化プロセ
ス

• 二次合金ロット毎
のインプット情報

• 二次合金製造量
• アルミ二次合金組

成分析結果

成形品メーカ

• アルミ成形プロセス
• アルミ成形品ロット

毎のインプット情報
• アルミ成形品製造

量
• アルミ成形品組成

分析結果

• CO2削減量可視化

• 不純物が低位安定
しているアルミ二次
合金の確保

• アルミ二次合金組
成の高精度な把握

• 売却量UP

• 売却価格UP

• アルミリサイクル材のトレサビ確保

• プロセスにおける使用エネルギー量
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2. アルミリサイクルにおけるデータ連携基盤のあり方

• アルミリサイクル高度化に向けては、物理データ⇔バーチャルデータの連携等が必要。
• データの連携はデータ連携基盤と自社システムとの連係、IoTセンサー等の自動化により、データの取

得やデータ連携基盤への入力にかかる工数が最小限となる運用が行われることを想定。

( PF)

AI

Real

Virtual

IoT

Data Science

Data Science

Data Science
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3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• 自動車リサイクル全般への拡張にあたっては、パーツ／マテリアル、有価物／廃棄物の分類で類型化
して、主たる検討対象を設定した。

• 本事業及びウラノス・エコシステム等の既存の検討、調査内容を活用しながら検討を行った。

解体工程で取外し、回収破砕工程で選別、回収

パーツマテリアル

有価物
（有償）

廃棄物
（逆有償）

アルミ※

ガラス

エンジン

LiB

ASR エアバッグ、タイヤ

バンパー
（プラスチック）

ハーネス

本事業でこれまで検討 ウラノス・エコシステムで検討中
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3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• 対象とするパーツ・マテリアルについて、現状の主なリサイクルの概要フローを整理した。

パーツ

ハーネス

フロントガラス・
リアガラス等）

エアバッグ

タイヤ

エンジン

廃車ガラ

マテリアル

ナゲット（被覆なし）

ガラス
（粉砕・破砕後）

ナイロン66

タイヤチップ
（切断・破砕加工後）

ASR

ラフチョッパー（被覆あり）

（リビルト）

鉄

アルミ（鋳造材）

バンパー
PP（塗膜剥離あり）

PP（塗膜剥離なし）

主なリサイクル用途

銅原料（精錬）

ガラス繊維
（グラスウール）

サーマルリカバリー

選別後マテリアルリサイクル

リビルト・リユース

鉄原料（電炉）

二次合金（鋳造材）

アンダーカバー・建材

自動車内外装

サーマルリカバリー

アスファルト・ゴム製品等

サーマルリカバリー

検討対象
パーツ・マテリアル

ハーネス

ガラス

エアバッグ

タイヤ

エンジン

ASR

バンパー

リサイクル概要フロー
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3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• 対象とするパーツ・マテリアルのリサイクル状況とリサイクル高度化等の方向性について整理した。
• リサイクル高度化等の方向性として、解体工程での取外し、水平リサイクル、マテリアルリサイクルへの

移行等が挙げられる。

ハーネス

パーツ・マテリアル

• 解体で取り外し、約8割が中国に輸出
• 国内ではナゲット処理後に銅材にリサイクル

現状のリサイクル・処理状況

• 国内でのリサイクル促進
• 高度選別による水平リサイクル

リサイクル高度化・資源効率性の向上

エンジン • 解体で取外し、リユースまたはリサイクル
• リサイクル率はほぼ100%

• リユース（リビルト含む）の促進

ガラス
• 取出されたガラスはカレットメーカに売却されるが、

ASRに混合して処理されるものもある。
• 取外されたガラスはグラスウールにリサイクル可能

• 解体工程での取外し促進
• 板硝子へのリサイクル

エアバッグ
• 約240万件（1675t）の引取り、リサイクル率

は95％。
• 手法はサーマルリサイクルが大半

• 解体取外し方法の標準化
• マテリアルリサイクルへの移行

タイヤ
• 98%が有効利用されているが、サーマル利用が

66%と多く、マテリアルリサイクルは15%。
• NEDO事業でケミカルリサイクル技術を開発中

• マテリアルリサイクルへの移行
• ケミカルリサイクルの技術開発

バンパー
• 解体で取り外されるのは半数程度
• 取外し後、塗膜剥離されない場合はアンダーカ

バー、建材等にリサイクル

• 解体工程での取外し促進
• 塗膜剥離による水平リサイクル

ASR
• 約7割が熱回収、約3割がマテリアルリサイクル
• 認定全部利用台数は引取台数の約6%

• 解体自動車全部利用の拡大
• マテリアルリサイクルへの移行



23

3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• 対象とするパーツ・マテリアルのリサイクル高度化等に向けたデータ連携の仮説として、取り外しの手
順・方法の連携、設備保有情報の可視化や事業者間のマッチング等を設定した。

ハーネス

パーツ・マテリアル

• 一部のELVでは取り外されていない
• 前処理を実施した場合でも買取価格に反映さ

れていない可能性がある

リサイクル高度化等のための課題

• ハーネスの位置、取り外し手順の情報が連携されれ
ば、取り外される比率が更に向上するのではないか

• 前処理有無等の品位情報が連携されれば適切な
買取価格となり、取り外される比率の向上、国内循
環に寄与するのではないか

リサイクル高度化に向けたデータ連携の仮説

エンジン
• JARA・NGP未加入の解体事業者でリユース

可能なエンジンがリサイクルに流通している可能
性も考えられる

• JAPRAが設定している品質検討基準に基づく品質
情報が連携されれば、リサイクルからリユースへの流通
が増加するのではないか

バンパー

• 解体工程での取外し促進のためにはプラスチッ
ク破砕機での処理が必要と考えられる

• 自動車内外装にリサイクルするためには塗膜剥
離処理を行う必要があると考えられる

• プラスチック破砕機を保有する解体事業者等の可
視化及びマッチングができれば取外す比率が向上す
るのではないか

• 資源回収インセンティブでの取外しのメリット金額が
可視化されれば、取り外す比率が向上するのではな
いか

ASR

• 全部利用に向けては、銅部品の効率的な取外
しとAプレス品質の見える化が重要と考えられる

• ASRのマテリアルリサイクルに向けては、樹脂選
別等の能力増強が必要な状況

• 解体事業者への銅部品の取外し方法が連携されれ
ば、全部利用への流通量が増加するのではないか

• Aプレスの品質が可視化、連携されれば、Aプレスの
電炉で受け入れやすくなるのではないか
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3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• 対象とするパーツ・マテリアルのリサイクル高度化等に向けたデータ連携の仮説として、取り外しの手
順・方法や異物混入状況等の品質情報の連携等を設定した。

パーツ・マテリアル リサイクル高度化等のための課題 リサイクル高度化に向けたデータ連携の仮説

エアバッグ

• エアバッグのリサイクル用途は一部のエシカル商
品向けに限定されている

• エアバッグに統一した回収基準はなく、回収前
に形状、サイズの種類等の把握は現状困難

• エアバッグに含まれる化学物質（例:ナトリウム
アジド）の無害化が必要である

• 統一した回収基準が設定された上で、カタログ化さ
れたエアバッグ布の種類や化学物質の無害化方法
等の情報がリサイクラー（デザイナー含む）に連携さ
れれば、エアバッグ布の素材としてのリサイクルが進むの
ではないか

タイヤ

• 天然ゴムや合成ゴム、カーボンブラック／シリカな
どさまざまな原材料が使用されており、素材ごと
の分別が難しく、熱利用にとどまる

• マテリアルリサイクルとして道路舗装材に利用時
も品質（除去率）により外観に影響が出てくる
場合がある

• ケミカルリサイクルに求められる品質条件が明確
でない

• タイヤの分離選別後の品質（分離選別プロセス、
除去率等）の情報が連携されれば、マテリアルリサイ
クル及びケミカルリサイクルの比率増加に寄与するので
はないか

ガラス

• フロントガラスなどのラミネートガラスの層の分離
が必要である

• フレームやゴムなどの異物がガラスに付着しており、
純度を保つために取外しが必要である

• ガラスの取外し方法、異物混入状況等の情報が連
携されれば、板ガラスへのリサイクルが増加するのでは
ないか

• 資源回収インセンティブでの取外しのメリット金額が
可視化されれば、取り外す比率が向上するのではな
いか
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3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• リサイクル高度化等に向けたデータ連携の仮説について、関連する事業者へのヒアリングを実施した。
• ハーネス、バンパー、ガラス、エアバッグでは、データ連携がリサイクル高度化に一定程度寄与する可

能性があると考えられる。（次スライド以降にそれぞれのデータ連携基盤の全体像を整理）
データ連携によるリサイクル高度化等の可能性（ヒアリングによる検証結果）パーツ・マテリアル

• ハーネスの取付位置は把握しているが、取り残しがあるのは工数の問題である
• アルミハーネスの比率が多くなった場合にはアルミハーネスが含まれるかの情報は有用になる
• ハーネスと異物を分けておくのがよく、買い手の条件を示すことで解体事業者が対応してくれるかもしれない

○ハーネス

• 粉砕機を保有している事業者の情報が共有できるとリサイクル高度化のプレイヤーが増えると思う
• バンパーを含むプラスチックについて引取側が求める品質を解体事業者が把握できるとよい
• 開示困難な情報はあるが、データ連携を相対で行い、情報が同業者に回らなければ可能性はある

○バンパー

• ガラスの端にメーカマークでメーカと品種が記載されているため、その情報を連携できるとよい。
• 異物混入に関して分別回収のガイドラインを作る検討をしており、そのガイドラインに準拠したかの情報で異

物混入の判別ができると思う
○ガラス

• BtoBを見据えたエアバッグ布のサンプル作成を検討中であり、サンプル情報を載せることでリサイクルによる
具体的な製品化イメージを持たせたい

• エアバッグ布の色、サイズ、材質、洗浄方法等を掲載するカタログを作成予定であるが、網羅的に作成するに
は自動車メーカからの情報提供が必要

○エアバッグ

• 自動車メーカから車種ごとにどのような材質があるか情報があれば貴重な参考情報になる
• 廃車ガラの銅の比率は工程認証で判断されており、品質異常は起きていない
• 品質の見える化による電炉・転炉側の受入量増大や製品の付加価値向上等のメリットがあるかはわからない

○～△ASR

• 熱分解を促進させる上でタイヤの組成は有用な情報になるのではないか
• 熱分解で使う破砕されたタイヤの元情報（メーカ等）を特定するのは難しく、タイヤメーカが自社のタイヤだけ

を集めるのは現実的にできないと思う
○～△タイヤ

• 取外し後の流通の当たりを付けて廃車を仕入れており、パーツとして回る前提で仕入れ価格を決めている。エ
ンジンについても仕入れる段階でリユースかリサイクルかの方向性を付けている。

• リユースの流通は洗練されているため、その比率を高める余地は小さいのではと思う
△エンジン
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3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• ハーネスでは、データ連携基盤を通じて買い手の引取条件を把握できるようにすることで、解体事業
者からの販売価格向上、ハーネスの水平リサイクルに繋げることが考えられる。

• また、将来的なアルミハーネスの増加に際する搭載情報の連携にも活用し得る。

利用者

自動車
メーカ

解体
事業者

商社・
問屋

アプリ

CFP
計算

DD
評価

データ連携基盤

銅精錬所

ハーネス
詳細情報

運営者
（国、業界団体から成る官民コンソーシアムを想定）

データ
連携基盤
利用料

利用
規約

アプリ
利用料

アプリ
提供

手数料 利用規約

カネ価値 規約

データ連携

ハーネスに関するデータ連携基盤の全体像（イメージ）

データ
連携

・・・

伸銅・銅線
メーカ ・・・

JARS

ハーネスの水平リサイクルが可能な
引取条件（錫メッキの含有有無、
引取価格目安等）を商社・問屋
等に相対で提供

引取条件（異物とハーネスを分別
または混在している場合の引取価
格目安等）を解体事業者に相対
で提供

アルミハーネスや錫メッキされていな
いハーネスの搭載箇所を提供
（自動車メーカからの情報提供が
必要）

ヒアリングを踏まえたデータ連携内容

ハーネス
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アプリ

破砕機保有
事業者情報

3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• バンパーでは、再生処理事業者の引取条件、近隣での破砕機保有情報を可視化することで、経済
性を一定程度確保しつつ解体事業者での取外し促進に繋げることが考えられる。

利用者

自動車
メーカ

解体
事業者

再生処理
事業者

CFP
計算

データ連携基盤

素材
メーカ

データ
連携基盤
利用料

利用
規約

手数料 利用規約

カネ価値 規約

データ連携

バンパーに関するデータ連携基盤の全体像（イメージ）

データ
連携

バンパー
排出情報

成形品
メーカ ・・・

JARS

破砕機を保有する事業者情報
（事業者名、所在地等）はアプリ
ケーション（またはデータ連携基盤
からの提供情報）として連携

資源回収インセンティブに関する情
報
（重量テーブル、インセンティブ見込
み等）

運営者
（国、業界団体から成る官民コンソーシアムを想定）

アプリ
利用料

アプリ
提供

バンパーの引取条件（解体・異物
除去の要求事項、引取価格目
安）を解体事業者に相対で提供
（※同業者には非開示）

・・・

解体事業者からの連携情報を基に
事業者ごとの排出状況を再生処理
事業者に情報提供

ヒアリングを踏まえたデータ連携内容

バンパー
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アプリ

CFP
計算

DD
評価

再生材
利用率計算 ・・・

3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• ガラスでは、解体段階でのガラスの回収情報（分別回収ガイドラインへの準拠等）を連携することで
板硝子向けリサイクルの基準を満たすことを把握し、また再生材利用率を可視化することでガラスの
回収促進の一助となることが考えられる。

利用者

自動車
メーカ

解体
事業者

プレス
事業者

データ連携基盤

カレット
事業者

運営者
（国、業界団体から成る官民コンソーシアムを想定）

データ
連携基盤
利用料

利用
規約

アプリ
利用料

アプリ
提供

手数料 利用規約

カネ価値 規約

データ連携

ガラスに関するデータ連携基盤の全体像（イメージ）

データ
連携

素材
メーカ ・・・

JARS

• 資源回収インセンティブに関す
る情報
（インセンティブ見込み等）

分別回収ガイドラインをデータ連携
基盤も通じて解体事業者に周知、
提供

メーカマーク、分別回収ガイドライン
への準拠、フレコン中の回収ガラス
の情報を引渡し先と連携

メーカマーク、分別回収ガイドライン
への準拠、フレコン中の回収ガラス
の情報を引渡し先と連携

再生材利用率のうち、PCR由来の
比率を合わせて計算、提示

ヒアリングを踏まえたデータ連携内容

ガラス
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3. 自動車リサイクル全般におけるデータ連携基盤のあり方

• エアバッグでは、自動車メーカからのエアバッグ布の情報（色、形状、材質等）やエアバッグ布サンプル
情報の連携により、エアバッグ布のリサイクル需要を可視化することで、解体事業者の回収促進に繋
げられるのではないか。

利用者

自動車
メーカ

解体
事業者

再生処理
事業者

アプリ

CFP
計算

DD
評価

データ連携基盤

素材
メーカ

エアバッグ布
サンプル情報

運営者
（国、業界団体から成る官民コンソーシアムを想定）

データ
連携基盤
利用料

利用
規約

アプリ
利用料

アプリ
提供

手数料 利用規約

カネ価値 規約

データ連携

エアバッグに関するデータ連携基盤の全体像（イメージ）

データ
連携

・・・

デザイナー ・・・

JARS

• 資源回収インセンティブに関す
る情報
（重量テーブル、インセンティブ
見込み等）

• エアバッグ搭載場所

リサイクルのイメージを持たせるため
の情報はアプリケーション（または
データ連携基盤からの提供情報）
として連携

自動車メーカからエアバッグ布の色、
材質の情報を提供
（搭載場所はJARSに連携）

ヒアリングを踏まえたデータ連携内容

エアバッグ
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Ⅲ

データサイエンスWGの検討内容
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1. データサイエンス実証の到達目標

• 3年目（FY2024）の上期にシステム開発を行うことを想定して、システム開発の前提となる仮説
（ユースケース）の絞り込み、ベンダーの選定等を行った。

• また、アルミ以外の自動車リサイクル全般への拡張を見据えて、上記のシステム開発に向けた議論と
並行して、議論の中で得られた課題やリスク等を整理し、フレームワークとして取りまとめた。

(
)

•
• DS AI/IoT
•

•

•
•

• R
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2.データサイエンス実証＿スケジュール(全体)

Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q
FY2022 FY2023 FY2024

FY2023

• ３カ年のスケジュールは以下のとおり。
• 2023年度までに、実証フレームの仮説作成を完了。システム開発とサンプリング分析も進めた。

実施結果（概要）項目

実証のゴール、システムを作る目的、実証仮説（コンセプト）と段階的に整理。3つの仮説を中心に検討した結果、サ
ンプリング分析や画像AIのオフライン実証等を行いながら、一体的なモデル（構想図）として整理した。

実証フレーム仮説作成

• FY2024にHARITAの実際の破砕選別ラインでの実証を行うことを想定し、FY2023はオフライン実証（破砕片ごと
の組成判定、教師データ画像作成、AI構築、性能検証）を実施。

• ビニールシート上に破砕片を配置した状態での性能検証では、最大90％超の正解率となった。

システム開発

• 上半期は、FY2022に採取したサンプルの溶解分析を引き続き実施し、HARITAの通常時の操業におけるマテリアル
バランスの変化、組成分析を実施した。

サンプリング分析
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2.データサイエンス実証＿スケジュール(FY2024実施分)

実施結果（概要）項目

• 実証試験及び各種ヒアリングの結果を元に、アルミリサイクルへのAI・IoT適用要件・ノウハウの検討・整
理、及びアルミ以外の自動車R全般への拡張を見据えた課題・リスク等の整理を行った。

最適化のための初期仮説構築

• FY23における条件3～5で取得したサンプルの溶解処理及び分析を行うことで、シリコン、及びその他10
種の元素について、重量等を計測した。

条件3～5のサンプリング分析

• HARITA様の破砕選別ラインで実証を行った。具体的には、まずJFE社内に模擬的に環境を構築し、試
験、その後、静止画像を対象にしたRUN0、動画を対象にしたRUN１、２の実証をそれぞれ行った。

画像AIの模擬環境での検証
及び、RUN0～2における検証

Q Q Q Q
FY2024

(HARITA )

RUN0 RUN1 RUN2

AI

(NDK)(NDK)

( ) ( )

(FY2023 )

• 2024年度については、NTTデータ経営研究所を中心に最適化のための初期仮説構築を進めた。
• また、NTTデータ経営研究所からの委託先であるJFEテクノリサーチを中心に、サンプリング分析、画

像AIシステムの開発及びその実証試験(RUN0～2)を進めた。
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3. データサイエンス実証の対象範囲

• 再生地金の展伸材へのリサイクル実現に向けて、NEDO事業（アルミニウム素材高度資源循環シス
テム構築事業）とも住み分け・連携を行った。

• 本事業では展伸材相当へのリサイクルに資する再生地金の組成の見える化、コントロールの実証を
行うことまでを対象として想定している。

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO) 『アルミニウム素材高度資源循環システム構築事業」（中間評価）2021年度～2025年度 ５年間プロジェクトの概要（公開版』 2023年6月
https://www.nedo.go.jp/content/100962502.pdf
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(参考)NEDO事業について

• 中⾧期視点（NEDO事業との連携）では、NEDOの不純物低減技術の適用に際して、バラツキが
判明していることが有用であるため、現状のアルミスクラップよりも展伸材へのリサイクルに適する組成と
なることが考えられる。

• さらに今後、例えば安定してSi３～４%等のアウトプットを供給出来た場合、NEDO無害化技術の
前工程として原材料提供、等の住み分けができる可能性がある。

産業新聞
https://www.japanmetal.com/news-h20241031138719.html
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4．実証仮説

自動車由来の廃アルミリサイクル高度化

実証のゴール
解体事業者～破砕事業者～二次合金・軽圧メーカの一連
のサプライチェーンにおいて、今までは勘と経験で取り扱われて
きた破砕後のミックスメタルを、投入破砕物に関する情報や破
砕条件、選別条件に関する情報を活用し、AI/IoT技術を
用いて数値化・分析し、より高度なリサイクルに繋げる

“システムを作る”目的
システム構築の
目線から解釈

WHY?

実証仮説（コンセプト） WHY?＋WHAT?

備考何がよくなるか何を変えるかなぜ必要か

どこまで抑える必要があるのか、濃度以外の観
点はないのかについては別途要議論

再生材の組成のバラつきを抑える解体プロセスをコントロールする
（取り外す部品の種類 等）

再生材の組成にバラ
つきがあり、軽圧メー
カとしては利用しにく
い

①

データ取得（サンプリング分析）は行うが、シ
ステム化までは言及していない

品位向上、バラつき低減• 解体情報の取得
• 投入条件をコントロール

（入力外乱抑制）
• 破砕条件をコントロール

②

今回はソフトウェア上の実証としており、次
フェーズとしてハード実証を行うことも可能として
いる

最終回収率・品位の推定に寄与画像AIにより、バラつきの粗計測
（と事後分類）を行う

再生材の組成のバ
ラつきが不明なため、
品質を保証できない

③

• 実質的に“データ連携基盤”を構築すること
になる
⇒より多くのプレイヤーが増えるため、今回の
実証システムには実装しない

• 一方、外部システムとの接続性などデータ連
携基盤実証で検討した内容を盛り込むこと
で将来的なトレーサビリティの実現を目指す

デジタル上でのトレーサビリティが
担保される

• プロセス認証
• マスバランス方式でリサイクル材

の使用率を表示
• タイムスタンプ

• 再生材の品質が
保証されていない

• 情物不一致

④

• その他“システムを作る”目的と直接関連はしないが、システム構築による副次的な効果として以下2点を挙げる。
• 特定の工程にのみ働きかけることで、全体としては循環の効率が下がってしまうといった事象が発生しないか確認した方がよい。
• NEDOプロジェクト（東工大・熊井教授）で検討中のリサイクルアルミの新規格に必要なデータを提供することにもつながるとよい。

• 2023年度に以下の仮説を整理した。
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4．実証仮説

• 2024年度においては、前頁の2023年度の①～③の仮説から、より具体的な検証項目を整理して、
以下のⅠ~Ⅴの仮説として改めて整理した。

• 2024年度の実証期間では、下記の仮説について、工場の実ラインにおける検証、及びサンプリング
分析の結果等をもとに精緻化を進めた。

イメージ仮説

• 〇〇社製車の投入比率↑  展伸材比率↑ (23条件1,2 
/ 24条件5・・・軽)

• ××社製車の投入比率↑  鋳物材比率↑ (23条件1,2 
/ 24条件5・・・軽)

仮説Ⅰ
投入車種で品位操作ができる

• △△社製車の□□パーツを解体時に抜き取り  Mg合金含
有率↓ (23/24)

仮説Ⅱ
抜取パーツで品位操作ができる

• 破砕粒度小で異物付アルミなどの混成材↓ （単体分離性向
上） (24条件3,4)

仮説Ⅲ
破砕粒度で品位操作ができる

• 破砕粒度大で鉄回収率↑・非鉄回収率↑ (24条件3,4)
• 破砕粒度大で処理速度↑ (24条件3,4)

仮説Ⅳ
操業条件  鉄・非鉄収率が変化する

• 展伸/鋳物材/銅/銅線ピース毎選別、個数、面積推定ができる
(23オフライン実証、24実ライン実証)

仮説Ⅴ
画像AIで品位判断ができる
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4．実証仮説

• 前頁の仮説Ⅰ～Ⅴについて、サンプリング分析や画像AIのオフライン実証等を行いながら、一体的な
モデル（構想図）として整理した。

• 画像AIによる判定に加え、リアルタイムで蓄積される画像AIの判別データ、サンプリング分析のデータ
等を組み合わせることで、解体・破砕工程へのフィードフォワード・フィードバック制御等が出来ないか検
証した。

破砕 非鉄磁選解体 画像AI 二次合金・軽圧ﾒｰｶｰ

アルミ収量
・収率
改善

品位予測
・制御

（混合物で
あっても一定の
バラツキに抑え

る）

展伸材
・鋳物材を

選別

＜中⾧期的視点
（NEDO事業）＞

Si7%以下、異物として
のFe、Zn、Mnの割合を
下げるという性状に落とし
込むことで、展伸材、鋳
物材が混ざった状態のも
のを6000系相当に戻す

＜現在の技術＞
鋳物材と展伸材を
分けて調製・投入し

アルミを製造

操業条件
（破砕粒度）

投入車種
（メーカ、車種、

年式）

抜取部品

仮説Ⅰ

仮説Ⅱ

仮説Ⅲ

仮説Ⅳ

仮説Ⅴ

DB
リアルタイムで
蓄積FF / FB制御
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4．実証仮説
• 2023年度までの分析結果を踏まえ、仮説Ⅰ～Ⅴによる再生材製造の実現可能性・期待値・課題

（実現するために必要となる情報等含む）について取りまとめた。
• 二次合金メーカ(鋳物)、軽圧メーカ(展伸材)(以下、総称して「二次合金メーカ」と記載)へのヒアリン

グを通じて、短期的・中⾧期的 双方の観点での受け入れ条件等について取りまとめた。

二次合金・軽圧メーカ破砕事業者解体事業者

再生材受入条件

【短期的】
既存再生アルミ

※メーカヒアリング
にて確認

【中⾧期的】
6000系相当展伸材

（NEDO事業
での到達目標）

品質記載

※メーカヒアリング
にて確認

Si７％以下、
Fe、Mn等

（NEDO事業
での受入条件

を記載）

引渡性状

昨年度分析結果
（マテリアルバランス、
溶解分析結果）

昨年度未取得
データ

（何が必要か）

解体情報

昨年度提供データ
（Aプレスの構成車
種、部品毎のアルミ
含有の大小、等）

昨年度未取得
データ

（何が必要か）

仮説Ⅰ～Ⅴ
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5．実証仮説の検証・補強等に当たってのヒアリング

• 日時 : 2024年5月～8月にかけて順次実施。
• 実施方法: 現地対面、及びWEB会議(Microsoft Teams)
• 対象※: 二次合金メーカ、商社、NEDOプロジェクト

• 前頁までの仮説を検証・補強するに当たって、二次合金メーカ、商社等のステークホルダーや、
NEDOのアルミリサイクルプロジェクトのPJメンバーとの意見交換を実施した。

• ヒアリング結果については、次ページ以降に整理した。

実施概要

※ヒアリング先からの要望を踏まえて、NEDOプロジェクトを除き個社名を非公開としている。
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5．実証仮説の検証・補強等に当たってのヒアリング

• 二次合金メーカ、商社は受け入れたアルミの成分調整等を行うケースがある。
• この場合、成分調整等に掛かるコストと買値を比較衡量して受入れ可否を判断していると思われる。

回答設問
 ミックスメタル・シュレッダーアルミは購入していない。「5～7000系が混在」ということが分かる状態のアルミを購入
 グレード付けをざっくり行うとしたら、「合金が特定出来ている」、「合金種が複数あるが、アルミ合金以外は入って

いない」、「様々混入している」、の3段階のようなイメージ
 受け入れるアルミの条件について、信頼関係の有無は重要。⾧年取引がある問屋等はある程度信頼がおける
 信頼関係をベースとしつつ、科学的な分析等を上乗せする余地はある

 買取品質は、JIS規格に対して社内規格を厳しめに設定（リスク管理のため）。一概には言えないが、余裕
幅としては、10～20％程度で定めるケースが有る。

受入れの実態につい
て

 鋳物系の場合、鉄、マグネシウムは価格に大きく影響する。
 具体例:鉄0.5％以下、マグネ:0.35％以下 亜鉛:0.35％以下 ⇒ 品質は新塊の90～95％（ほ

ぼ同等）になり、だいぶ使いやすくなるため、新塊やアルミサッシ等をあまりいれなくても済む。
 上記のようになると、100円／kg以上変わる。イメージ例としては200円⇒350円になる。

 展伸系の場合、樹脂、鉄がついていると受入れられない。
 AサッシとBサッシに区分されるが、Bサッシは軽圧側では使えない。性状は形状で判断することが多く、例えばビ

スの有無で変わる。それによって選別に回すか、二次合金に回すか、等対応が変わる。金額ベースだとこの例で
50～60円／kg変わる。※単価はLMEに連動

価格への影響が大き
い元素について

 特定の元素の範囲がｎ％～ｍ％だとして、ｎ、ｍ決まりは無い。ｎ、ｍに応じて買取価格を変える形
 ある程度欲しい成分から逸脱していても安ければ買う(成分調整のコストを考慮しても元が取れる等)

受入れ条件(特定の
元素の閾値(%)につ
いて)

※ヒアリング先からの要望を踏まえて、個々の設問・回答に掛かる個社名を非公開としている。
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5．実証仮説の検証・補強等に当たってのヒアリング

• 忌避物質としては、リチウムが特に重要であった。他に鉛、錫が挙げられた。
• 鋳物系の場合、鉄の割合が問題になるケースもある模様。

回答設問
 アルミの酸化を促進するため、リチウムが混入しているものは購入出来ない
 具体的にはリチウムについては100PPMの混入でもドロスだらけになる。20～30PPM程度でも兆候がある
 どの程度混じってくるかに依る。安全性・経済合理性等を考慮した上で購入する
 鉛や錫等が把握されない状態で混入する、等も困る

 鋳物系の場合、鉄の割合が多すぎると問題になるケースがある。

忌避物質について

※ヒアリング先からの要望を踏まえて、個々の設問・回答に掛かる個社名を非公開としている。
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5．実証仮説の検証・補強等に当たってのヒアリング

• NEDO事業に対するヒアリング結果は以下のとおり。

回答設問
 現在、NEDOプロジェクトではシリコンが3％含まれている鋳物に近いものを展伸材に使う想定。

 最終的な製品はシリコン3％台のものを扱うため、7％以上のものを受け入れるのはあくまで技術目標。(別途
純化合精製等が必要)

受入れ条件(特定の
元素の閾値(%)につ
いて)

 従来の展伸材は1％以下のシリコンが主流なところ、NEDO事業では、現状の展伸材とは違う「展伸材相当
材(仮称)」を新しく作ろうと考えている。

 ADC12の原材料相当品は高い需要がある。

 現状の規格を使う側(自動車メーカ)からの歩み寄りも必要になってくる。

再生アルミの品質につ
いて

 リチウム、鉛、スカンジウム等は入ってきて欲しくない。
 溶湯処理で対処可能なものの、ナトリウムも出来れば無い方が良い。
 銅は目的によって困る場合、多くても良い場合もある。比較的コントロールはしやすい。

忌避物質等

 不純物元素の除去技術においては、入口のスクラップ濃度に応じて条件を変更することや、入口の濃度に応じ
て出口の品質を変えるということありうる。そのため、粗くても技術を適用する前の条件(バラツキ)がある程度判
明することは、有用。

 選別出来なかったものをどうにかすることがNEDOプロジェクトの対象である。きちんと選別できたものについてはそ
のまま展伸材に回した方が良い。

 分離出来なかったものをNEDOプロジェクトで利用可能にしようとしている。そのため、選別をしっかりと行うという
J-FAR側事業とは競合しないと考える。選別出来なかったものも使用可能にするため、こちら側の事業で加工
していくという流れと考える。

 「LIBS等を用いて徹底的に分別をして水平リサイクルに回す」「出来るだけ高純度化をする」「NEDOプロ
ジェクトのように多くのスクラップを使いこなす」という3つの事業が並行して走ることによってアルミニウム全体を
上手くリサイクル出来るようになると思う。競合ということではなく、補完の関係にある。

その他
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5．実証仮説の検証・補強等に当たってのヒアリング(サマリー)

• 二次合金メーカ・商社が成分調整のノウハウを保持している場合、受け入れたものを顧客のオーダー
に応じて成分調整して、再生アルミとして精製ないし売買している可能性がある。

• 成分調整に掛かるコストと、条件が悪いことによる値下がり分のメリットとの経済合理性で、行動を決
定している。
 成分調整に掛かるコストを低減ないし固定化(≒成分のバラツキを少なくする)することが出来れば、

二次合金メーカ・商社にもメリットがあるのではないか。

• 鋳物系の場合、鉄、マグネシウム、亜鉛の含有率が価格に大きく影響する。
 当初の目的である展伸材→展伸材へのリサイクルを目指す上での副次的効果として、一定の品

操作・バラツキ抑制が可能となった場合、鋳物系を扱う二次合金メーカ・商社等に対する付加価
値を高めることが出来ないか。

• 忌避物質について、リチウム、鉛、錫等が有力。
 →特に重要視されるリチウムは、現場では航空機材料等から混入するケースが多いとのこと。自

動車については、小型のLIB等が取外されず混入する可能性もあり。他方で、問題となるのは金
属(合金)としてのリチウムであるため、LIBに使われるリチウムは問題にならない可能性が高い。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 非鉄選別後の破砕片に対して、素材種判定を行う画像AIシステムをJFEテクノリサーチ社と構築し
た。

• 破砕工程への投入物を制御したサンプリング分析の結果を活用しながら、破砕片の画像認識AI基
礎モデルを作成した。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 2024年度においては、前述画像AIシステムを用いて、仮説１～５までの検証を行う計画を立てた。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 2024年度中に、HARITA株式会社の実際の工場ラインを用いて、仮説1～5の検証を行った。
• 各仮説の詳細な検証結果については、次頁以降に示す。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 具体的な検証作業として、2024年度には、HARITAの工場の実ラインで、RUN0～RUN2の、
計３回の実証試験を行った。

• 最終RUN2においては、鋳物材と銅については約90%、展伸材については80%強の識別一致率
を記録した。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 2024年6月に実施したRUN0試験では、HARITAの工場の実ラインで、静止画像を撮影しての
識別を行った。

• 前頁に記載のとおり、RUN0当日は識別一致率が約75%だったところ、RUN0で得られた教師
画像を使ったAIの改良後は、約97%まで向上した。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 2024年10月に実施したRUN1試験では、HARITAの工場の実ラインで、ベルトコンベアを稼働
させての実証を行った。

• RUN0では静止した状態であったため、稼働した際とのギャップが大きく、識別一致率は約65%
まで低下した。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN1では、コンベアを稼働させてていたためか、全体として静止時に実施したRUN0よりも精度が
劣化した。

• 見逃したものが6～12％あった他、鋳物材を展伸材と判断するケースが多数あった。
• また、アルミ以外の銅、マンガン、亜鉛を判断することはRUN1実施時のシステムでは難しいことが分

かった。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 前頁の個数のみでは無く、画像AIで認識した破片から、展伸材、鋳物材のそれぞれの重量を推計
するプログラムの作成も行った。

• 推計結果は実測した重量の約2倍のオーダーとなった。多段の推計であることを踏まえれば想定の範
囲であった。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 2024年11月にRUN2試験を実施した。RUN1 と同様に稼働したベルトコンベア上での実証である。
• RUN1 の結果をベースにAIモデルに改良を加えたほか、シャッタースピードを短縮することによって、識

別一致率の向上を図った。
• また、当該RUN2試験の結果を基に、仮説1～5の検証を行った。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN2試験の結果から、仮説1(投入車種の変更による品位操作)について、Siの値をリアルタイムで
制御することが可能であることが示された。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 仮説1の検証の中で、メーカ・車種ごとの投入量や組み合わせを調整することで、回収物の組成の
均一性を上げられる可能性があることが示された。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN2試験の結果から、仮説2(解体部品による品位操作)について、忌避元素とされるMgについ
てFF(フィードフォワード)制御を行うことが可能であることが示された。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 同様に、 解体コスト/メリットによって解体傾向は決まるものの、特定の元素を多く含む部品の回収に
よって、品位調整が可能であることが示された。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN2試験の結果から、仮説3(破砕粒度による品位操作)について、65㎜とすることが適正である
ことが示唆された。

• また、画像AI解析によるリアルタイムでのアルミの組成評価の可能性も示された。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 展伸材比率の向上、アルミ比率の向上、という点においては65㎜の破砕粒度が適正と考えられた。
• 他方で、車種等によって、より適した条件が存在する可能性もある点には留意が必要。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN2試験の結果から、仮説4(破砕粒度による処理能力の向上)について、破砕粒度を大きくする
ことが処理能力が上がる可能性がことが示唆された。

• 一定の品質を維持しながら、処理能力を優先するような操業ガイダンスの可能性も示された。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN1、2試験の結果から、破砕粒度を大きくすることで処理能力が向上する傾向が見出された。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN1、2試験の結果から、破砕粒度によるアルミ回収率は変化が無いことが示された。
• 鉄回収率については、ホンダ車の場合、破砕粒度を大きくすることで上昇する傾向が見られた。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN0～2試験の一連の結果から、仮説5(画像AIによる素材判定)は十分に有効であることが示
された。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 開発・実証したAIモデルは2023年度、2024年度の間で2度のレベルアップが行われた。
• 最終形であるRUN2使用モデルでは、十分な判定精度が得られた。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 各種指標値の定義は以下のとおり。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN2使用モデルにおいては、正解率、識別正解率、識別一致率の全てにおいて、RUN1使用モ
デルからの改善が見られた。

• 教師データの数を増やしたこと、シャッタースピード増速によって単位時間当たりの識別対象画像を増
やしたことが要因と考えられる。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要
• RUN2試験における個数判定においては、LIBS判定から－4～＋7％の誤差に留まった。
• 他方で、RUN1試験からは精度は上がっているものの、銅はややバラツキが大きい結果となった。
• 加えて、マンガン、亜鉛を判別することが難しい点は変化が無かった。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN2試験における個数判定においては、LIBS判定からの誤差は22～55％となった。RUN1試
験では誤差が100%であったため、改善した結果となった。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• 最終的な結果として、鋳物材、展伸材、銅については素材判別が可能である見通しがっ立った。
• また、個数の判定については概ね問題無いものの、重量については、厚みや比重等の情報取得が課

題である。
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6．システム開発・実証(画像AI)取組概要

• RUN2試験の結果から、画像AIシステムの精度向上には、面積が小さいピースを前段フィルタで除
去すること、高性能な機器やカメラを導入することで一定の成果が得られると考えられる。
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7.全量溶解分析とサンプリング分析の比較検討

• 2023年度に取得したサンプルの溶解処理及び分析を行うことで、シリコン、及びその他10種の元
素について、重量等を計測した。

• 結果として、今回の各種分析の背景にある、JIS準拠のサンプリング手法は回収物全体の組成
傾向を反映出来ていることが示された。
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Ⅳ

本事業の検討を通じたアルミリサイクルの世界観
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1．本事業の最終アウトプットイメージ

• データサイエンス×データ連携基盤の世界観（ユースケース:アルミ）

データ
連携基盤

自動車
メーカ

解体
事業者

破砕
事業者

二次合金
メーカ

展伸材
メーカ

問屋・
商社

廃車ガラ

ミックスアルミ

ミックスアルミ二次合金
アルミ

廃車

完成車

アルミ部品

• 解体プロセス
• メーカ、車種
• 取外し部品
• エネルギー使用量

• 破砕選別プロセス
• アルミ組成予測値
• エネルギー使用量

画像AIによる
アルミ選別

• ロット毎の調達先
• アルミ管理方法

• インプット原料情報
• 合金組成分析結果
• エネルギー使用量

• インプット原料情報
• 成形品組成分析結果
• エネルギー使用量

• アルミ使用部位
• アルミ合金種別
• エネルギー使用量

ユーザ

アルミ再生材
使用率可視化

電解
メーカ

バージン
アルミ

アルミ再生材の
展伸材利用

• 人権DD情報
• エネルギー使用量

トレサビ管理システムに基づく
取外し部品の選定

• 各プレイヤーからの連携データ

データ連携基盤からの連携情報

AI/IoTの活用（一例）

凡例

人権DD

CFP可視化
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1．本事業の最終アウトプットイメージ

• 両WGの検討結果を踏まえ、提供データと短期・中⾧期のメリットを再整理した。

主なステーク
ホルダー 自動車メーカ 解体事業者 破砕事業者 二次合金メーカ

提供する
データ

• アルミ使用箇所
• アルミ使用量
• アルミの合金種別
• アルミ調達品質基

準
• 自動車解体方法

• 解体プロセス
• 解体した車種
• 回収物（抜取パー

ツ）
• 回収重量
• メーカごとの廃車ガラ

台数

• 破砕選別プロセス
• 破砕条件（破砕粒

度等）
• スクラップロットごとのイ

ンプット情報（メーカ、
抜取パーツ等）

• アルミスクラップ回収量
• アルミスクラップ組成分

析結果実績
• 画像AIでの選別結

果予測
• 画像AIでの選別によ

るアルミスクラップ組成
予測

• 二次合金化プロセ
ス

• 二次合金ロット毎の
投入インプット情報

• 二次合金製造量
• アルミ二次合金組

成分析結果

成形品メーカ

• アルミ成形プロセス
• アルミ成形品ロット

毎の投入インプット
情報

• アルミ成形品製造
量

• アルミ成形品組成
分析結果

• プロセスにおける使用エネルギー量

メ
リ
ッ
ト

• 低CFPアルミの調達
• アルミの国内循環に

よる安定調達

• 廃車ガラの取引価
格向上（二次合金
の成分調整コスト
低減の範囲）

• アルミスクラップの取
引価格向上（二次
合金の成分調整コス
ト低減の範囲）

• 成分調整等にかか
るコストの低減

• 低CFPアルミの調達
• アルミの国内循環に

よる安定調達

現在の
技術

(短期)

中⾧期
視点

• 低CFPアルミの調達
• 再生材を使用した

展伸材の調達
• アルミの国内循環に

よる安定調達

• 廃車ガラの取引価
格向上（二次合金
の取引価格向上の
反映）

• アルミスクラップの取
引価格向上（二次
合金の取引価格向
上の反映）

• 展伸材利用による
二次合金の取引価
格向上

• 低CFPアルミの調達
• 再生材を使用した展

伸材の調達
• アルミの国内循環によ

る安定調達
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1．本事業の最終アウトプットイメージ
• データサイエンス×データ連携基盤の世界観

（ユースケース:アルミ組成・短期(鋳物材) ）

解体
事業者

自動車
メーカ

成形品
メーカ

二次合金
メーカ

破砕
事業者

青色:情報の流れ
黒色:モノの流れ
黄色:お金の流れ(単位:円/kg）

• 解体プロセス
• 解体した車種
• 回収物（抜取パー

ツ）
• 回収重量
• メーカごとの廃車ガラ

台数

• 破砕選別プロセス
• 破砕条件（破砕粒

度等）
• スクラップロットごとのイ

ンプット情報（メーカ、
抜取パーツ等）

• アルミスクラップ回収量
• アルミスクラップ組成分

析結果実績
• 画像AIでの選別結

果予測
• 画像AIでの選別によ

るアルミスクラップ組成
予測

• 二次合金化プロセ
ス

• 二次合金ロット毎の
投入インプット情報

• 二次合金製造量
• アルミ二次合金組

成分析結果

• アルミ成形プロセス
• アルミ成形品ロット

毎の投入インプット
情報

• アルミ成形品製造
量

• アルミ成形品組成
分析結果

• 主に解体情報の連
携によってアルミスク
ラップの取引価格が
上がることで、廃車
ガラの取引価格も
上がる

• 鋳造材、展伸材の選
別による組成の安定
により、二次合金メー
カの成分調整等にか
かるコストが低減でき
ることでアルミスクラップ
の取引価格が上がる

• 引渡される二次合
金の品質が向上す
ることで、競争力とす
ることが出来る

• また、CFP、再生材
利用率等の情報付
加により取引価格が
上がる可能性あり

• 引渡される成形品
の品質は大きく変わ
らないが、CFP、再
生材利用率等の情
報付加により取引
価格が上がる可能
性あり
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1．本事業の最終アウトプットイメージ

• これまでのヒアリングや検証、前頁までの検討を踏まえて、各ステークホルダーがメリットを享受できる仮説を構築した。
• これについて、2024年12月時点での仮説は以下のとおり。その後ヒアリングを経て精緻化した

解体
事業者

自動車
メーカ

成形品
メーカ

二次合金
メーカ

破砕
事業者

黒色:モノの流れ
黄色:お金の流れ(単位:円/kg）
赤:従来の価格イメージ
青:世界観が実現した場合の理想の価格イメージ

• バージンアルミを用いないことによる、低CFPなアルミ部品(脱炭素)
• 高い水平リサイクル率を満たしたアルミ部品(資源循環)
• 国内におけるアルミ資源循環の実現(経済安保の確保)

• 取外部品や投入車種に関する操業ガイドライン等の策定(供給側)・再生材受入品質の開示(調達側)、
が整備された上では、画像AIによる品位判断によって、Si、銅、鉄、Mg等の含有が一定範囲で安定したミッ
クスアルミが、ローコストで供給・調達可能に

• 組成が一定に収まることで、
例えば、鋳物系ミックスアル
ミの取引価格が向上(50～
150円/kg↑4割程度)

• (将来的に)展伸材でも同じ
効果が期待出来る可能性

• 一定範囲のミックスアルミを安
定して調達することで、都度の
契約や成分調整に掛かってい
たコストが低減

• 再生アルミの付加価値をメー
カ以降に転嫁可能に

• (将来)組成コントロールに加えて、NEDO等の技術開発進展、ま
た例えば、鋳物材を混ぜた展伸材相当材におけるメーカ側との品
質の摺合せも等をクリアすることで、アルミ水平リサイクルが実現

• リサイクル率やCFPに関する法規制の整備による再生材の利用増

• (前提として)静脈→動脈に至るサプライチェーンに共通する、データ連携基盤及びアプリを基点とした、製品及び部品レベルの情物一致・トレーサビリティ管理の実現

• 解体プロセスの最適化・標
準化による、コスト削減

• 加えて、解体後の廃車ガラ
の取引価格の向上も見込
める

アルミ鋳物材における
前後の価格イメージ

300

200

コスト

買値

利益

コスト

買値

利益

500500

100
50

買値

買値

付加
価値

600600破砕⇔二次合金間の価格
上昇に伴い、解体⇔破砕間
の価格も上昇

品位の安定によって、取引価
格が上昇(AI導入コストはあ
るものの、それを上回る利益
がある想定)

買値は上がるものの、品位と
供給が安定することで、コスト
が減少、その分利益が増加

付加価値としてのCFP、リサ
イクル率をクリアした部品を入
手可能。付加価値付与に必
要なコストはAI/IoTで可能
な限り抑えられる
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1．本事業の最終アウトプットイメージ

• 日時 : 2025年2月12日(水) ～17日(月)に掛けて実施
• 実施方法: WEB会議(Microsoft Teams)
• 対象者(略称、実施順): 解体事業者、二次合金メーカ、成型品メーカ

• 今回、最終アウトプットイメージの検討、及びその実現のための課題を整理するに当たって、解体事
業者、二次合金メーカ、成形品メーカを含む、アルミリサイクルのサプライチェーン上の各種ステー
クホルダーにヒアリングを実施した。

• 次頁以降で、ヒアリングによって得られた課題感等を整理するとともに、前頁に示した従来の仮説を
精緻化した。

実施概要

※ヒアリング先からの要望を踏まえて、個社名を非公開としている。
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1．本事業の最終アウトプットイメージ
• ステークホルダーへのヒアリングを経て、新たに得られた意見を整理するとともに、仮説の修正・精緻化

を行った。

• 解体プロセスの最適化・標準化による、
コスト削減の可能性がある解体事業者

• コスト構造のオーダーを考慮すると、
後工程のために解体段階で工程を
増やすと、ペイするのは困難ではない
か

• 付加価値の源泉となる情報をモノと
紐づけることで、廃車ガラの買取価格
が上昇する
(詳細は別途個別ページでご説明)

ステーク
ホルダー ヒアリングで得られた意見等(要約)メリットに関する従来の仮説 新たな仮説

• 組成が一定に収まることで、例えば、
鋳物系ミックスアルミの取引価格が向
上する可能性がある

破砕事業者 • 概ね、違和感なし • 変更なし

• 一定範囲のミックスアルミを安定して
調達することで、都度の契約や成分
調整に掛かっていたコストが低減する
可能性がある

二次合金
メーカ

• 二次合金メーカにおいては、事前の
選別作業、成分調整、成形のプロセ
スがある。前２者についてはコスト低
減の余地がある

• 一定範囲のミックスアルミを安定して
調達することで、成分調整等に掛かっ
ていたコストが低減するのではないか
(詳細は別途個別ページでご説明)

• 引渡される二次合金の品質は大
きく変わらないが、CFP、再生材
利用率等の情報付加により取引
価格が上がる可能性がある

成形品
メーカ

• ある程度高品質な二次合金が
入ってくれば、それをもって競争力と
することも可能である

• 高品質な二次合金が供給されれ
ば、それを高く買うことになっても、
品質をもって競争力とすることで、
自社の利益に繋げることが可能
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1．本事業の最終アウトプットイメージ

• 解体事業者においては、コスト構造等を踏まえると、「付加価値に繋がる情報」を「モノと紐付けて破
砕事業者へ渡すこと」が、買取価格の上昇等に繋がる、ことがベターではないか。

• ヒアリングを行った会宝産業や同社及び、同社とアライアンスを組成する100社程度においても、各種
情報を扱い、SC(サプライチェーン)下流に伝えることは可能な旨のコメントを頂戴した。

• ヒアリングから、解体プロセスの最適化等は必要ではあるものの、それによってコストを減少させ、利益
の増加に繋げることは容易ではない、と結論付けた。

自社内のコスト( 管理費)売り先向けのコスト(≒工賃)

コスト構造全体

コスト構造の考え方
(特に工賃部分)

解体事業者のコスト構造(イメージ)

基本的には、削減した方が良いもの売値が上がったとして、コストがそれ以上に上が
ると×。同様にコスト減＜売値減となっても×

 「100～200円/分・工数」のような考え方がベース(オーダーもこの程度)

 このため、例えば後段の破砕事業者のために、工数を追加した場合、それによって売値が100円/分・工数上昇したと
して、コスト部分で100円/分・工数の損が発生していれば、取り組む意味は無くなる。

 加えて、実際にはアルミ以外の様々な素材を含む自動車全体を解体しているため、アルミに関して何等か工程を削
る・増やすことが、他の素材に掛かるコストに影響を及ぼすこともありうる。

 現実問題として、二次合金メーカと成形品メーカ間のアルミ鋳物材の取引価格が400円～500円/kg程度であること
などを踏まえると、作業の追加によって、100円/kgのオーダーで利益を出すことは難しいと考える
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1．本事業の最終アウトプットイメージ

• 二次合金メーカのコスト構造においては、仕入れ値が大きな部分を占めている。
• しかしながら、成分調整等に掛かるコストも、無視出来るほど小さい訳ではないため、この部分を低

減させることは意味がある。
• また、求められる成形品の規格・品質によっても、コスト構造が異なるものの、「(二次合金メーカで

の)事前選別に掛かるコスト」、「成分調整に掛かるコスト」を低減させることが有用。

成分調整等仕入れ

事前選別 成分調整

コスト構造全体

成分調整等のコスト構造
(規格が比較的緩い場合)

事前選別 成分調整 成形

規格が厳格な場合、添加剤や新塊を投入しての成分調整等が重要になるなため、この部分のコストが大きく上がる

基本的には、二次合金メーカで行う事前調整選別のコストが
「成分調整等」の5～6割程度を占めるため、削減の余地が大きい

成形プロセスは、炉の稼働時間に依存するため、
本件による削減の余地が小さい(どの道、一定の時間は必要)

二次合金メーカのコスト構造(イメージ)

成分調整等のコスト構造
(規格が比較的厳しい場合)

成形
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1．本事業の最終アウトプットイメージ
• 精緻化後のデータサイエンス×データ連携基盤の世界観

（ユースケース:アルミ組成・短期(鋳物材)）

解体
事業者

自動車
メーカ

成形品
メーカ

二次合金
メーカ

破砕
事業者

黒色:モノの流れ
黄色:お金の流れ(単位:円/kg）※数値は(仮)のもの
赤:従来の価格イメージ
青:世界観実現した場合の理想の価格イメージ

• CFP、リサイクル率が可視化
• 上記に加えて、静脈内での

トレサビ確保が付加価値とな
り、

• 取外部品や投入車種に関する操業ガイドライン等の策定(供給側)・再生材受入品質:シリコン、銅、
鉄、マグネシウム等の含有が一定範囲での安定(調達側)、が達成された場合、画像AIによる品位判断
によって、ミックスアルミがローコストで供給・調達可能に

• 組成が一定に収まることで、
例えば、鋳物系ミックスアル
ミの取引価格が向上(3～4
割程度)

• (将来的に)展伸材でも同じ
効果が期待出来る可能性

• 一定範囲のミックスアルミを安
定して調達することで、都度の
成分調整等に掛かっていたコ
ストが低減

• リサイクル率やCFPに関する法規制の整備による再生材の利用増

• (前提として)静脈→動脈に至るサプライチェーンに共通する、データ連携基盤及びアプリを基点とした、製品及び部品レベルの情物一致・トレーサビリティ管理の実現

• 主に破砕事業者に対して、
付加価値を生む情報を付
与することで、売買の価格
が上昇

アルミ鋳物材における
前後の価格イメージ

300

200

コスト

仕入
値

利益

コスト

仕入
値

利益

600
500

100
50

仕入
値

仕入
値

コスト

利益

付加
価値

コスト

利益

12001000破砕⇔二次合金間の価格上
昇に伴い、解体⇔破砕間の
価格も上昇

品位の安定によって、取引価
格が上昇(AI導入コストはある
ものの、それを上回る利益があ
る想定)

破砕からの仕入値は上がるが、品位・
供給安定により、コスト減少、成形品
メーカ向けの売値も上昇余地あり

成形品メーカは仕入値が多少上がっても、品
質を背景に競争力を獲得出来る
自動車メーカは、付加価値としてCFP、リサイク
ル率をクリアした部品を入手出来る

• 二次合金メーカから高品質
な材料が入ってくる場合、仕
入れ値は高くなるものの、品
質を背景に競争力とすること
が出来る
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1．本事業の最終アウトプットイメージ
• 精緻化後のデータサイエンス×データ連携基盤の世界観

（ユースケース:アルミ組成・中⾧期(展伸材) ）

解体
事業者

自動車
メーカ

成形品
メーカ

二次合金
メーカ

破砕
事業者

黒色:モノの流れ
黄色:お金の流れ(単位:円/kg）※数値は(仮)のもの
赤:従来の価格イメージ
青:世界観実現した場合の理想の価格イメージ

• バージンアルミを用いない、低CFPなアルミ部品(脱炭素)
• 高いリサイクル率を満たしたリサイクル展伸材(資源循環)
• 付随して、輸入再生塊を使用せずに済むことによる、国内における

アルミ資源循環の実現(コスト低減、経済安保の確保)
• 将来的に生じる可能性が高いであろう、国際規制への対応

• 展伸材そのもののより分けによって展伸材のリサイクルを実現
• 2%＜Si＜7%程度の鋳物材を選択的により分けることによって、NEDOの不純物低減技術の適用が容

易になる。

• リサイクル展伸材の原料となる
スクラップAlの組成が一定に
収まることで、二次合金メーカ
に安定して供給が可能に

• 技術の適用に条件がある中、
一定範囲のミックスアルミを安
定して調達することが可能にな
る。

• 組成コントロール＋NEDO等の技術開発進展、また例えば、鋳物材を混ぜ
た展伸材相当材におけるメーカ側との品質の摺合せも等をクリアすることで、リ
サイクル展伸材の展伸材の供給の実現が目指される

• リサイクル率やCFPに関する法規制の整備による再生材の利用増
• 上記から、リサイクル展伸材の需要増。国も普及のために補助金投入。

• (前提として)静脈→動脈に至るサプライチェーンに共通する、データ連携基盤及びアプリを基点とした、製品及び部品レベルの情物一致・トレーサビリティ管理の実現

• SC下流に対して付加価値
を生む情報を付与すること
で、売買の価格が上昇

アルミ鋳物材における
前後の価格イメージ

300

200

コスト

仕入
値

利益

コスト

仕入
値

利益

500500

100
50

仕入(輸
入)

仕入(再
生材由

来)

コスト

補助
金等

コスト

利益 利益

15001500破砕⇔二次合金間の価格上
昇に伴い、解体⇔破砕間の
価格も上昇

リサイクル展伸材の原料となる、
スクラップAlの品位安定によって、
二次合金メーカからの買取価格
が上昇

破砕からの仕入値は上がるものの、品
位・供給安定により、コスト減少、その
分利益増加

需要増(義務化含む)
や補助金投入による、
実質的な価格上昇。



83

2．世界観実現のための課題

データ連携の自動化

画像認識等の技術
での情報処理

データ連携基盤を通
じたマッチング等

自動車メーカ主導の
一気通貫したコン

ソーシアム等の組成

アルミリサイクル高度
化の更なる推進のた
めのインセンティブ

①

②

③

④

⑤

• 業務データ及び現場データが、システム間連携や
IoTセンサー等で、自動的にデータ連携基盤上に
入力されることが必要ではないか

• アルミに加えて銅や亜鉛についても画像AIモデ
ルによる判別を目指してシステムを構築している。

• 他方で、目視以外で組成等を判断する場合、そ
の素材の実態に即した代替手法が必要になる。

• 一定の基準、量を集積し、二次合金メーカに売
ることで、スケールメリットが得られるのではないか

• データ連携基盤を通じた情物一致が考えられる

• 自動車メーカ、再生材メーカ等に取って使いやす
い値を目標として、イニシアティブを取った上で各
種基準等を設定し、解体・破砕業者等に示すこ
とが必要ではないか

• サプライチェーン全体に利益を還元するために、
例えばデータ連携基盤とERP等で情報連携を
行うことで確実にサプライチェーン上流にも利益
を案分し、浸透させることが出来るのではないか

世界観の実現のために求められるもの 事業者ヒアリングを踏まえた課題

• 現状は個別の車両ごとの情報整理はさ
れていないケースが多い

• データ入力の手間暇がかからないよう情
報管理を省力化することが重要

• アルミリサイクルでは組成・品質が特に重
要な項目である

• 組成等の情報取得、判断を如何にIoT
やAIで代替するかが課題となる

• 解体・破砕の事業者数に対して二次合
金メーカは非常に少ない

• 解体・破砕事業者単体では回収量が少
ないため利益が出ない部素材がある

• アルミリサイクルに必要な引渡基準が明
示されない場合も多い

• 上記により付加価値の源泉となる情報の
取引が活発化しない課題が生じる

• 補助金等のメリットは、一般論として最終
製品の製造者に付与される例が多く、サ
プライチェーン上流に転嫁されるかどうか
懸念される

• データサイエンス・データ連携による「業界全体のリサイクルの高度化」、「全てのステークホルダーにメ
リットが出る世界」を実現するには、業界全体で一気通貫の仕組みの確立等が必要ではないか。
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2．世界観実現のための課題

• データサイエンス×データ連携基盤の世界観（ユースケース:アルミ）

ヒアリングの中で得られた現場の課題意識等

• アルミにおいては、事前にメーカ・車種を指定した上
で、スクラップの破砕・選別を行っている一方で、現
状は個別の車両ごとの情報整理はされていない
ケースが多い(解体事業者)

• また、解体事業者のコスト構造的に、「売値が増え
たとしても、工数が増えた場合、結果として損にな
る。」ことが往々にしてありうる(解体事業者)

• 通常操業におけるデータ連携の実現に向けては、
データ入力の手間暇がかからないよう個別の車両
での情報管理を省力化することが重要(解体事業
者)

ヒアリング対象者からの意見を基に
事務局で検討した課題解決の方向性（例）

• データサイエンス実証の中ではscopeに含めていな
いものの、解体事業者と破砕事業者の間の車種
や取外部品レベルの情報連携は必須

• また、前述のとおり、破砕事業者においてはコスト
低減が難しいため、二次合金メーカへの情報連携
によって付加価値を生むことが必須

• 業務データ及び現場データが、システム間連携や
IoTセンサー等で、自動的にデータ連携基盤上に
入力されることが必要ではないか

データ連携の
自動化

求められる
もの
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2．世界観実現のための課題

• データサイエンス×データ連携基盤の世界観（ユースケース:アルミ）

ヒアリングの中で得られた現場の課題意識等

• アルミにおいては、リサイクルにあたって組成・品質が
特に重要な項目である(二次合金メーカ、成形品
メーカ)

• こうした組成等についての情報取得・判断を現状
目視・手作業等で行っていたところ、IoTによる情
報取得、AIによる判断等での代替を如何に行うか
が課題となる(二次合金メーカ、成形品メーカ)

ヒアリング対象者からの意見を基に
事務局で検討した課題解決の方向性（例）

• アルミにおいては、画像AIによって、破砕後のスク
ラップが展伸材であるか、鋳物材であるか等を判別
している

• また、銅や亜鉛についても本件画像AIモデルの中
で判別することを目指してシステムを構築している。
これらは二次合金メーカ以降のプロセスで忌避され
るため、判別→除去が出来ることは有用である

• アルミ以外でも、目視で品質・組成を判断している
素材であれば、同様の手段が利用出来る可能性
がある

• 他方で、目視以外で組成等を判断する場合、そ
の素材の実態に即した代替手法が必要になる

画像認識等
の技術での
情報処理

求められる
もの
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2．世界観実現のための課題

• データサイエンス×データ連携基盤の世界観（ユースケース:アルミ）

ヒアリングの中で得られた現場の課題意識等

• 現時点で、再生材原料の供給もとである、解体・
破砕メーカは数千のオーダーで存在するものの、供
給先である二次合金メーカは10数社のオーダーで
しか存在しない(ファクト)

• 上記を前提としつつ、車１台当たりから取れる量が
非常に少ないため、現時点では解体・破砕事業
者単体では利益が出ない部素材が存在する(解
体事業者)

• また、上記はアルミ以外の部素材に一般化が可能
である。具体的には、自動車部品の一部に含まれ
る24金等が該当する(解体事業者)

ヒアリング対象者からの意見を基に
事務局で検討した課題解決の方向性（例）

• 希少部品等については、上記の一定の基準を定
めた上で、解体・破砕事業者側で集積した上で、
ある程度の量以上で二次合金メーカ側に売ること
で、スケールメリットの利益を得ることが出来るので
はないか

• 上記のスケールメリットを得るための集積(情・物とも
に)について、データ連携基盤上でシステムとして実
施出来ると良いのではないか

データ連携基
盤を通じた
マッチング等

求められる
もの
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2．世界観実現のための課題

• データサイエンス×データ連携基盤の世界観（ユースケース:アルミ）

ヒアリングの中で得られた現場の課題意識等

• 前頁と同じく、解体・破砕事業者と、二次合金
メーカの件数の非対称性を背景とする課題として、
二次合金メーカにおける管理の問題が存在する
(成形品メーカ)

• ここで、仮に画像AIモデルが普及して、組成が一
定の範囲に収まったアルミスクラップが供給可能に
なった場合、二次合金メーカが多数存在するリサイ
クラーから入ってくる、様々な組成のスクラップをどの
ように管理するかが問題となるのではないか(成形
品メーカ)

ヒアリング対象者からの意見を基に
事務局で検討した課題解決の方向性（例）

• 業界としてSC全体での標準化が必要ではないか、
具体的には、「どの組成の範囲であればどの程度の
値段になる。」というコンセンサスが、例えば市場原
理等によって形成されることで、ロットに分けての管
理等に掛かるコストを抑えることが出来るのではな
いか

自動車メーカ
主導の一気
通貫したコン
ソーシアム等
の組成(仮)

求められる
もの
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2．世界観実現のための課題

• データサイエンス×データ連携基盤の世界観（ユースケース:アルミ）

ヒアリングの中で得られた現場の課題意識等

• アルミにおいては、リサイクルにあたって重要な組成・
品質についての引き渡し・受け入れの基準について、
明示しないプレイヤーが複数見られた(解体事業
者、二次合金メーカ)

• 受入れ基準等は各社の競争領域であるものの、
基準が明示されていないことで、付加価値やその
源泉となる情報の取引が活発化しない、つまりDX
化に価値が見いだせなくなる懸念が生まれる、とい
う点が課題となる(事務局)

ヒアリング対象者からの意見を基に
事務局で検討した課題解決の方向性（例）

• アルミにおいては、先進的な技術の研究開発を
行っているNEDOにおける目標等を参考に値を設
定した

• また、アルミにおいては、前頁の部品取り外し等に
よる品位操作と関連して、操業ガイドライン等に
よって、アウトプット品質の標準化等を行えないか
検討中

• 一般化すると、解体・破砕業者等に取引の基準
等が明らかになっていない場合、自動車メーカ、再
生材メーカ等に取って使いやすい値を目標として、
そこから逆算した上で、イニシアティブを取った上で
各種基準等を設定することが必要ではないか

自動車メーカ
主導の一気
通貫したコン
ソーシアム等
の組成(仮)

求められる
もの
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2．世界観実現のための課題

• データサイエンス×データ連携基盤の世界観（ユースケース:アルミ）

ヒアリングの中で得られた現場の課題意識等

• 今後、自動車用アルミの需要は世界的に拡大し
ていくと考えられる。 (二次合金メーカ等)

• 現時点で既に廃車そのものの輸出、パーツ取りで
の輸出等を含めて、自動車アルミに関しては多く
(2/3程度とも言われる)が国外に流出している(二
次合金メーカ等)

• 10年後に更に国内への供給が減っている可能性
もある中で、果たして世界観が実現可能か(二次
合金メーカ等)

ヒアリング対象者からの意見を基に
事務局で検討した課題解決の方向性（例）

• 最終的には経済合理性・市場原理によるものの、
寧ろ本件のような世界観が実現することで、再生
アルミの価値が上がり、国内での需要を生じさせる
ことになるのではないかと考える

• また、二次合金メーカで行う選別工程のコストが減
ることによって、二次合金メーカの購買力が増す。こ
れによって、スクラップの国外流出を食い止めること
にも繋がる

自動車メーカ
主導の一気
通貫したコン
ソーシアム等
の組成(仮)

求められる
もの
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2．世界観実現のための課題

• データサイエンス×データ連携基盤の世界観（ユースケース:アルミ）

ヒアリングの中で得られた現場の課題意識等

• アルミにおいては、現時点では展伸材→展伸材等
のリサイクルの高度化に関心が薄いケースも見られ
た(二次合金メーカ等)

• 複合的な要因があるものの、公的制度によるイン
センティブが無いことも一因ではないかと考える(事
務局)

• 本事業によって、SC上の全ステークホルダーがメリッ
トを享受し、資源循環が実現する可能性はあるも
のの、この上に政府による再生材利用に対する補
助金・プレミアム等のインセンティブがあれば、より円
滑な資源循環が実現するのではないか。

• 他方で、こうした補助金等は、一般論として最終
製品の製造者たるメーカに付与される例が殆どで
あるが、インセンティブ等がSC上流に転嫁されるか
どうか、懸念の声も聞かれた(二次合金メーカ、成
形品メーカ)

ヒアリング対象者からの意見を基に
事務局で検討した課題解決の方向性（例）

• 例えば、LIBであれば、欧州電池規則を端緒に、
日本国内でもウラノス・エコシステム構想が立ち上
がった

• プラスチックでも同様に欧州のELV規則案にてリサ
イクル率の閾値が設定されたことに伴って、日本企
業も対応を迫られている

• 欧州や国内において規制の動きがあるものについ
ては、優先的に対応や検討を行うことが必要

• 他方で、こうした規制の議論が無いものについては、
政府等とも意見交換しつつ、NEDOや一部の先
進的な企業と、早い段階から協業して、モデル
ケースを作ることが重要ではないか

• インセンティブ、プレミアムのSC上流への転嫁、とい
う観点では、例えばデータ連携基盤とERP等で
情報連携を行うことで、最終製品メーカに対する
補助金等をSC上で案分し、確実にSC上流にも
補助金等を浸透させることが出来るのではない
か(前提として、個別法等でスキームを手当てする
必要がある)

法令等の制
度的措置

求められる
もの
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2．世界観実現のための課題

• ヒアリング等を通じて明らかになった課題を改めて整理すると、事業開始当初に描いていた、「リア
ルデータ・バーチャルデータの連携」という絵図と合致する部分が多い。

• 他方で、「国内の自動車アルミの資源循環」という観点で考えた場合、AI/IoT・システムのみでは解
決が難しい課題も存在する。

• 即ち、個社の業務の部分においては、データサイエンス・データ連携によって最適化を進めることは当
然必要ではあるが、「業界全体のリサイクルの高度化」、「全てのステークホルダーにメリットが出る世
界」まで視野に入れた場合、業界全体で一気通貫した処理を行う仕組みの確立や、国等による制
度的な措置が必要ではないか。
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3. 本事業の最終アウトプットイメージ
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• 物理データ⇔バーチャルデータの連携は、データ連携基盤と個社社システムとの連係、IoTセンサー等
の自動化により、データ取得や入力にかかる工数が最小限となる運用が行われることが重要
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参考:NEDO事業プレスリリース
• NEDOは「資源循環型社会構築に向けたアルミニウム資源のアップグレードリサイクル技術開発プロジェクト」

（以下、本事業）に取り組んでおり、株式会社UACJ、国立大学法人東京工業大学とともに、急速凝固
プロセスを可能にした「縦型高速双ロール鋳造機」（以下、本鋳造機）を開発しました。

• 既存の技術では、主要なアルミニウム（Al）製品である展伸材の原料にリサイクル材を用いることは困難でし
た。今回開発した本鋳造機は、アルミ溶湯から直接薄板を高速で鋳造するもので、急速な凝固プロセスの構
築により、リサイクル材の使用を阻んでいた課題を解決し、アルミニウムリサイクル品の展伸材製造を実現しま
す。このたび、本事業で研究・開発を行っているUACJのR&Dセンター（所在地:愛知県名古屋市港区）
内に本鋳造機を設置し、2024年10月から稼働を開始します。アルミニウムの量産化を目指した鋳造技術と
しては、世界で初めての取り組みとなります。

• 今後は、本鋳造機の活用により、高品質なアルミリサイクル材の量産化を実現させるとともに、2030年以降
には高品質なアルミニウムリサイクル材の量産化と、大幅な二酸化炭素（CO2）排出量削減を目指します。
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